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配電自動化技術の高度化

【発刊に際しての委員長推薦のことば】

配電自動化技術の高度化専門委員会

委員長横浜国立大学 大山力

配電自動化システムは， 配電系統における電力品質や供給信頼度の維持， 向上を目的としたシステム

であり， 通信網を介して配電線に設置された開閉器の遠隔制御や電圧・電流等の系統情報を取得するこ

とにより， 配電系統の監視・制御をサポー トしている。 1980年代より導入が進められ， 取り巻く環境の

変化に合わせて機能などを順次更新してきた結果， 配電系統の電力品質の維持や供給信頼度の向上など

に大きく貢献している。

一方， 近年， 太陽光発電などの分散型電源が配電系統に大量連系することによって， 配電系統の潮流

や電圧が急峻かつ大きく変化し， これまで以上に電力品質の維持が困難になるおそれがある。 また電力

の安定供給に対する社会的要求レベルも高まる中で， 各電力会社では， 配電系統にセンサ開閉器やスマ

ー トメ ー タなどを順次導入することで 系統状態をより詳細に把握できつつあるが， これらの情報を効

果的に系統運用に活用した技術は確立されていない現状にある。

これらの背景を踏まえ， 配電自動化システムの圏内および海外諸国の現状を調査・把握し， 課題を抽

出した上で， 電力品質に関わる電圧監視・制御および実負荷推定や， 供給信頼度に関わる事故および断

線対応機能の高度化技術について検討・評価した口 さらにその成果から今後， 次世代配電自動化システ

ムを構築していく上で参考となる技術資料として、高度化機能の各種手法や， これらの適用による効果，

要件についてとりまとめた。

本書は， 電力会社や配電自動化技術に携わる関係者の方々を初め， 国内によらず海外諸国の配電設備

に関わる方々にも広く活用頂けるものと確信しており， より多くの皆様に本書を購入し活用して頂ける

ことを希望する。

1 . 本研究の主な活用方法

0配電自動化システムの現状

配電自動化システムの現状について， 以下の点を中心に整理しており， 配電自動化技術の実態を

把握する資料としてご活用頂きたい。

－圏内の配電自動化システムの現状と課題

－海外諸国における配電自動化システムの状況

－配電自動化システム関連の国内・国際規格の実態

。電力品質に関する現状とシステム機能の高度化

今後， 配電系統へは分散電源が大量連系され、 潮流状態、のネ敏佐化が予測される。 そのため， 分散
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